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研究成果の概要（和文）：横断調査により、AYA世代がん患者のコミュニケーションの意向を明らかにした。成
人・高齢の患者を対象とした先行研究の結果と同様の傾向がみられた。また、気持ちのつらさの有症率は55.3%
と高いこと、痛み、がん診断後の収入減少、がん診断後の仕事・学校生活の変化、社会的支援の不足が関連する
ことを示した。
AYA世代がん患者とのコミュニケーションを学ぶためのオンラインCSTプログラム（AYA-CST）を開発し、実施可
能性、有用性を検討した。AYA-CST受講前後で、受講者６名の自信が高くなったこと、プログラムに対する評価
が高かったことから、AYA-CSTは実施可能であり、有用である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The cross-sectional survey clarified the communication preferences of 
Japanese young adult cancer patients regarding the disclosure of bad news, and the tendency was 
almost the same as the results of the communication preference surveys of adult and elderly patients
 which we had conducted. In addition, we showed that the prevalence of psychological distress was 
55.3% (114/206) among young adult cancer patients. Pain, decrease in income after a cancer 
diagnosis, experience of negative change in work/school after a cancer diagnosis and poor social 
support were significantly associated with psychological distress.
 Our developed online AYA-CST program, which has not yet been worked on worldwide, seemed feasible 
and might be applied to physicians who experience difficult communication situations with AYAs with 
cancer.

研究分野：人間科学、臨床心理学、行動科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
当研究で開発したAYA世代がん患者と医療者のコミュニケーション技術研修プログラムの実施可能性、有用性が
示唆された。このプログラムは、今後、日本サイコオンコロジー学会CST委員会と協力し、学会の事業としての
開催されることによって全国に普及され、最終的にはAYA世代がん患者と医師の望ましいコミュニケーションを
促進し、患者の情報ニーズが満たされることで、患者が安心して治療を受けることが可能となり、生活の質の向
上が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９ 

 
 
１．研究開始当初の背景 
 

思春期・若年成人（Adolescent and young adult;以下 AYA）世代の患者は、治療に関する話し

合いに参加する能力を有しているし、参加することを望んでもいる（Lyon et al., J Adoles 

Health, 2004）。さらに AYA 世代の患者は就学・就労や妊孕性といった世代特異的な問題を有し

ている。しかし、医療者は話し合いをする準備ができていない、知識やスキルがない、話し合い

の準備をし、患者の反応に対応する時間がない等の問題を抱え（Thompson et al., Soc Work 

Health Care, 2013; Legare et al., Pat Educ Conus, 2008）、AYA 世代患者と十分なコミュニ

ケーションが行われているとは言い難い。さらに AYA 世代のがん患者数は全がん患者に占める

割合は 2.5％（Hori et al., Jpn J Clin Oncol, 2015）と少数であることから、十分な検討が

行われにくい現状がある。 

医師が望ましいコミュニケーションを習得する方法として、コミュニケーション技術研修会が

ある。講義、ロール・プレイ、ピアディスカッションを含む少人数でのグループ・ワークであり、

系統的レビューで医師の望ましいコミュニケーション行動や自己効力感の増加により有効性が

示されている（Moore et al., Cochrane Database Syst Rev, 2013）。我が国においても、申請

者らが、がん患者の望むコミュニケーションに即した CST を開発し、無作為化比較試験により、

上記有効性に加え、患者の抑うつの低さ、信頼感の高さからその有効性を世界で初めて示した

（Fujimori et al., J Clin Oncol, 2014）。しかしながら、AYA 世代がん患者とのコミュニケー

ションに着目した研修プログラムの開発およびその有効性の検討は世界的に行われていない。 

 

 
２．研究の目的 

 

本研究の目的は、AYA 世代がん患者を対象とした質問紙調査により、AYA 世代がん患者の医療者

とのコミュニケーションへの意向と関連要因を明らかにし、AYA 世代がん患者の診療に携わる医

療者および精神保健福祉の専門家による調査結果に基づく合議により、医療者を対象とした AYA

世代がん患者とのコミュニケーション技術研修プログラムを開発し、日本サイコオンコロジー

学会主催で行われている医療者を対象としたコミュニケーション技術研修会のプログラムに反

映させ、その有効性を検討することである。 

 
 
３．研究の方法 
 

研究(1)：AYA 世代患者のコミュニケーションの意向と関連要因を検討するために、民間モニタ

ー業者に登録しているパネルを対象に、16-39 歳のがんの診断を受けて医療機関を受診中の者を

スクリーニングし、研究対象候補者に対して調査を配信した。調査項目は患者背景、コミュニケ

ーションに対する意向（70項目）、ソーシャルサポート、気持ちのつらさ（Kessler Psychological 

Distress Scale 6）であった。 

研究(2)：AYA 世代がん患者と医療者のコミュニケーション技術研修プログラムを開発するため

の委員会を構築し、プログラムを作成する。 

研究(3)：研究(2)において開発されたプログラムを日本サイコオンコロジー学会主催コミュニ

ケーション技術研修会のためのファシリテーター養成講習会修了者を対象に実施し、プログラ



ム参加前後の参加者の AYA 世代とのコミュニケーションに対する自信、プログラムの有用性を

評価する。 

 
 
４．研究成果 
 

研究(1)：調査参加者は 206 名、男性 26 名（12.6％）、女性 180 名（87.4％）、調査時の平均年齢

33.7 歳（標準偏差 4.3、範囲 22-39 歳）、がん診断時の年齢 29歳以下 111 名、30～39 歳 95 名で

あった。再発・転移のない患者 164 名（79.6％）、ある患者 15 名（7.3％）、わからない患者 27

名（13.1％）、がん診断からの 1年未満の患者 33 名（15.9％）、1 年以上 5 年未満の患者 105 名

（51.0％）、5 年以上の患者 68 名（33.0％）、PS0 の患者 147 名（71.4％）、PS１の患者 59 名

（28.6％）であった。伝えられた最も悪い知らせは、「がんの診断」136 名（66.0％）、「がんの再

発・転移」44名（21.4％）、「がんの進行」13名（6.3％）、「治療を中止すること」2名（1.0％）、

その他（妊孕性がなくなること、がんが治らないこと、余命を伝えられたことなど）11 名（5.3％）

であった。意向の高いコミュニケーションは、「今後の治療方針も伝える」、「あなたの質問にも

答える」であった。一方、意向の低いコミュニケーションは、「あいまいに伝える」、「好ましく

ない知らせのみを伝える」、「いらいらした様子で対応する」であった。調査を行った若年成人の

コミュニケーションに意向はこれまでに我々が行った成人・高齢の患者のコミュニケーション

の意向調査の結果（Fujimori et al., Psychooncology, 2007）と概ね同様の傾向がみられた。

K6 カットオフ値 5点とした気持ちのつらさの有症率は 55.3%(114/206)であった。ロジスティッ

ク回帰分析の結果、痛み、がん診断後の収入減少、がん診断後に仕事・学校生活が変化した経験、

社会的支援の不足は気持ちのつらさと有意に関連がみられた。 

 研究(2)：日本サイコオンコロジー学会主催コミュニケーション技術研修会のためのファシリ

テーター養成講習会修了者 118 名を対象に参加者を募り、AYA 世代がん患者と医療者のコミュニ

ケーション技術研修プログラム（AYA-CST）を開発するための委員会を構築した。委員の構成は、

AYA 世代がん患者の診療に携わる医療者および精神保健福祉の専門家 30 名（医師 22 名、心理士

7名、看護師 1名）であった。会議では、AYA-CST の目的、プログラム構成と内容、ロール・プ

レイの設定、シナリオについて話し合い、コンテンツを作成した。 

研究(3)：研究(2)において開発した AYA-CST プログラムを日本サイコオンコロジー学会主催コ

ミュニケーション技術研修会のためのファシリテーター養成講習会修了者を対象に、第1回2020

年 12 月 13 日、第 2回 2022 年 2 月 6 日にオンライン開催した。第 1回は受講者 3名（緩和ケア

科 2名、血液内科 1名）で、開催後に受講者からプログラムに関する改善点・意見をアンケート

調査し、内容を委員で話し合い、シナリオ・プロトコルを修正し、模擬患者用マニュアルを作成

した。第 2回は受講者 6名、平均年齢 51歳、血液内科 2名、産婦人科 2名、緩和ケア科 2名、

がん診療経験年数平均 24年、年間 AYA 世代がん患者診療数 5-10 人：3名、11人以上：3名であ

った。AYA 世代がん患者とのコミュニケーションに対する自信に関し、概ね参加後により高い自

信が示された。研修会の評価は概ね良好であり、研修会全般の満足度も高かった。開発された

AYA-CST プログラムは実施可能であり、参加者評価から有用である可能性が示唆された。 
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